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ユ

本
稿

の
前
半
を

『
禅
学
研
究
』
第

五
十

二
号

に
掲
げ

て
か
ら
、
す
で

に
六
年
を
経
過
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、
此
処

に
発
表
す

る
後
半
は
、
そ

の
後

の
研
究
に
よ
る
か
な
り
の
補

訂
を
加
え
た

い
の
で
あ
る
が
、
そ
の

た

め
に
は
前
半

を
大
き
く
改
め
る
必
要
が
あ
り
、
目
下

の
身
辺
の
事
情

は
そ
れ
を
許

さ
ぬ
。
今
は
最

少
限
度

の
訂
正

に
と
ど
め
て
、
と
に
も
か

く

に
も
、
私

の

『
臨
済
録
』
の
書
誌

に
関
す
る
覚
え
書
き
を
、
こ
こ
で

一
往
完
結
す

る
こ
と
に
す
る
。

(昭
和
四
十
二
年

二
月
二
十
日
)

一
〇

円
覚
宗
演
の
重
開
臨
済
録
は
、
現
行
本
の
最
古
の
祖
本
で
、
こ

の
書

に
は
、
周
知
の
様
に
、
巻
首
に
馬
防
の
序
文
が
添
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
序
は
、
様
式

・
内
容
と
も
に
非
常
に
立
派
な
も
の
で
、
四

字
対
句
の
偶
文
に
よ

っ
て
、
本
録
中
の
主
な
話

と
説
法
を
要
約
し

て
記
し
て
居
り
、
中
国
及
び
日
本
に
於
け
る
後
代
の
臨
済
録
は
、

必
ず
こ
の
序
を
具
す
る
の
が

一
般
と
な
っ
て
い
る
。

延
康
殿
学
士
金
紫
光
禄
大
夫
真
定
府
路
安
撫
使
兼
馬
歩
軍
都
総

管
兼
知
成
徳
軍
府
事
と
い
う
、
す
ば
ら
し
く
長

い
官
名
を
も

つ
馬

防
に
つ
い
て
、
こ
の
人
の
伝
記
が
知
ら
れ
ぬ
の
は
残
念

で
あ
る
が
、

円
覚
宗
演
は
、
補
続
高
僧
伝
の
伝
え
る
所
に
よ
る
と
、
当
時
に
於

け
る
第

一
流
の
名
僧
で
、
徽
宗
の
勅
に
よ
っ
て
し
き
り
に
入
内
説

法
し
て
い
る
か
ら
、
右
の
如
き
肩
書
を
も

つ
馬
防
と
は
、
恐
ら
く

両
人
が
沐
京
の
徽
宗
の
下
で
出
合

っ
た
時
に
こ
の
序
が
書
か
れ
、

晩
年
宗
演
が
福
州
の
鼓
山
に
帰
老
し
た
後
に
、
本
書
の
開
版
を
見

た
の
で
あ
ろ
う
。

宗
演
は
雲
門
宗
に
属
し
た
か
ら
、
こ
の
書
と
前
後
し
て
雲
門
広
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録
三
巻
を
も
校
勘
出
版
し
て
居
り
、
同
書
の
巻
尾
に
は
、

住
福
州
鼓
山
円
覚
宗
演
校
勘
、
板
在
福
州
鼓
山
王
溢
刊

と
記

さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
福
州
は
、
仏
教
書
の
出
版
事
業
が
極
め
て
盛
ん
で
、
撫

寧

(↑O①GQー
]-O刈刈
)
末
か
ら
崇
寧

(に
8
1
に
8
)
に
至
る
約
四
十
年

の
間

に
、
東
漸
寺
版
大
蔵
経
の
完
成
を
見
、
次
で
、
大
観
(Hδ
刈ー

置
§

末
年
よ
り
、

再
び
開
元
寺
版
大
蔵
経
の
彫
造
が
始
め
ら
れ

て
居
り
、
こ
の
間
に
、
別
に
、
六
祖
壇
経
、
禅
源
諸
詮
集
都
序
、

雪
峯
語
録
、
玄
沙
語
録
、
鼓
山
語
録
等
を
始
め
、
伝
灯
玉
英
集
や

祖
庭
事
苑
等
が
続
々
出
版
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
臨
済
録
が
こ
の
地

で
重
開
さ
れ
た
の
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

宗
演
の
重
開
臨
済
録
は
、
周
知
の
様
に
、
始
め
に
馬
防
の
序
に

つ
づ

い
て
、
上
堂
、
示
衆
を
含
む
本
書
の
主
部
が
あ
り
、
次
で
、

勘
弁
、
行
録
の
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
が
、
こ
の
様

な
編
集
構
成

の
様
式
は
、
彼
の
雲
門
広
録
に
類
似
し
て
い
る
か
ら

恐
ら
く
宗
演
の
編
集
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

彼

は
自
ら
の
政
治
的
な
地
位
に
拠

っ
て
、
臨
済

・
雲
門
の
語
録

を
同

一
様
式
に
よ
り
編
集
出
版
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
当
時
、
次

第

に
盛
大
に
趣
き

つ
つ
あ

っ
た
臨
済
派
の
人
々
の
活
躍
に
、
古
典

的
な
根
拠
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
宗
演
の

重
開
本
は
、
彼
の
時
代
、
及
び
そ
れ
に
続
く
臨
済
派
の
人
々
の
華

々
し

い
活
躍
と
と
も
に
、

一
世
に
喧
伝
さ
れ
た
様
で
、
仏
照
徳
光

(に
母
1
旨
8
)
の
入
内
奏
対
録
に
、
馬
防
の
序
が
引
か
れ
た
り
、

臨
済
大
悟
の
機
縁
が
提
唱
さ
れ
た
り
、
大
慧
宗
呆

(ドOQ◎りI
Hμ①らo)

が
侍
郎
張
九
成
と
臨
済
四
料
簡
の
問
答
を
交

わ
し
た
り
し
て
い
る

の
は
、

い
ず
れ
も
宗
演
の
重
開
臨
済
録
の
出
版
が
機
縁
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

又
、
こ
れ
に
先
立

っ
て
、

建
炎
三
年

(に
Nり)
に
、

円
悟
克
勤

(HO①もQ-
HHGQα)
が
、
弟
子
大
慧
の
た
め
に
、

「臨
済
正
宗
記
」
を

与
え
て
、
臨
済
禅

の
綱
要
を
叙

べ
、
後
事
を
嘱
し
て
い
る
の
も
、

恐
ら
く
本
書

の
出
版
が
機
縁
と
な
っ
て
、
政
府
に
出
入
す
る
高
位

の
顕
紳
や
士
大
夫
の
間
に
、臨
済
禅

へ
の
関
心
が
異
常

に
高
ま
り
、

所
謂
、
禅
宗
五
家
の
雄
と
し
て
、
天
下
に
公
認
さ
れ
る
に
至

っ
て

い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

処
で
、
福
州
の
鼓
山
で
は
、
右
の
様
な
異
常
な
禅
ブ
ー
ム
と
禅

録

の
盛
行
に
応
ず

る
か
の
様
に
、紹
興
初
年

(=
ω目1
)
、
僧
挺
守
蹟

な
る
人
が
、
最
初

の
禅
録
選
集
と
も
言
う
べ
き
古
尊
宿
語
要
四
巻

を
編
集
出
版
し
、
南
泉
、
投
子
、
睦
州
、
趙
州
以
下
す
べ
て
二
十

家

(二
十
二
家
と
も
い
う
)
の
語
録
を
収
め
て
い
る
が
、
こ
の
最

初
の
禅
宗
叢
書
に
、
臨
済
、
雲
門
の
二
家
が
入
録
さ
れ
な
か

っ
た

の
は
、
前
に
出
版
さ
れ
た
宗
演
の
本
が
、
当
時
す
で
に

一
般
に
流

布
し
て
い
て
、
改
め
て
こ
れ
を
収
録
す
る
必
要
が
な
か

っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。

処
が
、
降

っ
て
、
南
宋
の
嘉
煕
二
年
(お
ωQ◎)
に
な
る
と
、
同
じ
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3

く
鼓
山
の
晦
室
師
明
が
、
先
の
守
蹟
の
四
巻
本
の
古
尊
宿
語
要
に

収
め
ら
れ
た
も
の
以
外
の
禅
録
八
十
家
を
選
ん
で
、
続
開
古
尊
宿

語
要

六
巻
を
編
集
出
版
し
た
が
、
こ
の
時
、
そ
の
第

一
巻
天
集

に

宗
演
重
開
の
臨
済
録
を
収
め
た
の
が
、
語
録
総
集
に
本
書
が
収
録

さ
れ

た
最
初
で
あ
り
、
而
も
こ
の
時
の
印
本
は
、
我
が
東
京
の
大

東
急
記
念
文
庫

に
保
存
さ
れ
て
居
り
、
こ
の
本
は
、
我
々
が
現
在

手
に
し
得
る
最
古
の
臨
済
録
で
あ
る
。

(銀

臨

薪

籐

鵡

鰐

聯

こ

然
る
に
、
先
の
古
尊
宿
語
要
四
巻
は
、
そ
の
後
更
に
威
淳
三
年

(匿
①
刈)
に
至
っ
て
、
物
初
大
観
に
よ
っ
て
改
編
増
補
重
刊
さ
れ
て

四
十
八
巻
と
な
り
、
こ
の
と
き
に
続
開
古
尊
宿
語
要
そ
の
他
か
ら

お
よ
そ
三
十
五
家
の
語
録
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
臨
済
録
と
雲
門
録

も
更
め
て
入
録
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
の
臨
済
録
は
、
ど
う
し
た

わ
け
か
、
前

の
続
開
古
尊
宿
語
要
第

一
巻
の
も
の
、

つ
ま
り
宗
演

の
重
開
本
と
は
違

っ
た
テ
キ
ス
ト
に
拠

っ
た
の
で
、
こ
こ
に
、
続

開
古
尊
宿
語
要
第

一
巻
と
、
再
編
古
尊
宿
語
録
第
四
、
五
巻
の
両

叢
書

に
、
夫
夫
異

っ
た
テ
キ
ス
ト
の
臨
済
録
が
見
ら
れ
る
こ
と
と

な
る

の
で
あ
る
。

右

の
再
編
古
尊
宿
語
録
所
収
の
臨
済
録
が
、
ど
ん
な
経
過
を
と

っ
て
伝
え
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
、
今
日
明
か
に
し
得
な
い

が
、
最
初
の
馬
防

の
序
が
な
い
こ
と
は
勿
論
、
前
に
叙
べ
た
様
に

宗
演
本
で
行
録

の
最
後
に
位
す
る
略
伝
の

一
段
が
、

「
臨
済
慧
照

禅
師
塔
記
」

の
題
下
に
、
本
文
と
切
り
離
さ
れ
て
、
興
化
存
奨
禅

師
語
録
の
巻
尾
に
移
さ
れ
、

住
大
名
府
興
化
嗣
法
小
師
存
奨
校
勘

と
い
う
宗
演
本
に
は
な
か
っ
た

一
行
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。

又
、
こ
の
古
宿
本
と
宗
演
本
と
を
比
較
す
る
と
、
行
録
の
後
半

に
、
四
照
用
や
両
僧

一
喝
の
如
き
相
当
大
き
い
増
広
や
重
複
が
み

ら
れ
る
。

続
蔵
経
第
二
編
第
二
十
五
套
第
五
冊
の
目
録

に
附
せ
ら
れ
て
い

る
編
集
者
の
註
記
に
よ
る
と
、
古
尊
宿
語
録
本
臨
済
録
は
、
四
家

録
本
臨
済
録
と
同

一
で
あ
る
と
言

っ
て
居
り
、

こ
の
註
記
を

一
見

す
る
と
、
恰
か
も
、
先
に
叙
べ
た
天
聖
広
灯
録

の
底
本
と
な
っ
た

四
家
録
本
に
本
つ
く
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
古

い
四
家
録
は
、

一

た
び
宋
代
に
失
わ
れ
、
現
存
の
も
の
は
明
末
の
再
編
本
で
あ
る
か

ら
、
続
蔵
経
編
集
者
の
註
記
を
、
文
字
通
り
に
信
ず
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宗
演
の
重
開
本
に
加
え
ら
れ
た
馬
防
の

序
は
、
本
録
中
の
機
縁
を
簡
潔
に
羅
列
し
た
も
の
で
、
・恰
も
臨
済

録
の
内
容
目
次
の
観
が
あ
る
が
、
有
名
な
四
照
用
の

一
段
の
み
は

馬
防
の
序
に
あ

っ
て
本
録
に
此
を
欠
い
て
い
る
。
馬
防
の
序
に
見

え
る
以
上
、
当
時
の
テ
キ
ス
ト
に
は
存
し
た
筈
だ
と
い
う
推
論
も

一
往
は
成
り
立
つ
け
れ
ど
も
、
宗
演
の
本
の
忠
実
な
覆
印
で
あ
る

続
開
古
尊
宿
語
要
に
、
や
は
り
四
照
用
の

一
段
が
な
い
こ
と
か
ら
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言

え
ば
、
も
と
も
と
宗
演
の
本
に
は
此
の

一
段
が
な
か
っ
た
の
で

あ
り
、
寧
ろ
馬
防
は
此
を
他
の
資
料

に
よ
っ
て
加
え
た
も
の
と
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
、
馬
防
が
拠

っ
た
他
の
資
料
と
は

何

か
。

元
来
、
四
照
用
の

一
段
は
、
天
聖
広
灯
録
が
拠

っ
た
古
い
臨
済

録

に
は
存
し
な
か

っ
た
よ
う
で
、
天
聖
広
灯
録
に
は
、
臨
済
の
章

以
外

の
諸
弟
子
の
章
に
も
、
此
に
関
す
る
説
を
見
出
す
こ
と
が
出

来
な
い
。
寧
ろ
、
四
照
用
に
関
す
る
説
法
の
初
見
は
、
前
記
の
古

尊
宿
語
要

(二
集
)
に
収
め
ら
れ
る
「
汝
州
首
山
念
和
尚
語
録
」
に
、

師
、
四
種
照
用
の
語
を
出
す
、
と
し
て
、

問
、

如
何
是
先
照
後
用
。

師
云
、

南
岳
嶺
頭
雲
、

太
行
山
下

賊
。
問
、
如
何
是
先
用
後
照
。
師
云
、
太
行
山
下
賊
、
南
岳
嶺

頭
雲
。
問
、
如
何
是
照
用
同
時
。
師
云
、
収
下
南
岳
嶺
頭
雲
、

捉
得
太
行
山
下
賊
。
問
、
如
何
是
照
用
不
同
時
。
師
云
、
昨
日

有
雨
今
日
晴
。

と
言

っ
て
い
る
が
、
南
岳
嶺
頭
雲
云
云
の
句
は
、
天
聖
広
灯
録
の

南
院
慧
顯
の
章

に
、

問
、

如
何
是
南
宗
北
祖
。

師
云
、

大
庚
嶺
頭
雲
、

太
行
山
下

賊
。

学
云
、
如
何
明
会
。

師
云
、

幽
燕
平
劫
殺
、

呉
越
笑
呵

呵
。
学
云
、
畢
寛
又
如
何
。
師
云
、
莫
言
無
法
用
、
最
苦
是
新

夢
。
(続
蔵
経
の
テ
キ
ス
ト
は
、
誤
植
の
た
め
に
読
め

な
い
が
、
し
ば
ら
く
も
と
の
ま
ま
に
掲
げ
る
。
)

と
あ
る
に
よ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
天
聖
広
灯
録
よ
り
以
後
、

古
尊
宿
語
要
の
出
現
ま
で
の
間
に
、
此
が
首
山
の
問
答
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
又
、
四
照
用
の
問
答
そ
の
も
の
は
、
石
霜
楚
円

(o。。①

l
H8
ゆ)
の

「
潭
州
道
吾
山
語
録
」

に
、

上
堂
、…
…
座
主
問
、
承
教
有
言
、
因
縁
自
然
。
自
然
即
不
問
。

如
何
是
因
縁
。
師
云
、
記
来
多
少
時
。
進
云
、
如
何
是
自
然
。

師
云
、
速
退
速
退
、
妨
他
別
人
問
。
座
主
擬
議
。
師
便
打
。
師

乃
云
、
有
時
先
照
後
用
、
有
時
先
用
後
照
、
有
時
照
用
同
時
、

有
時
照
用
不
同
時
。
所
以
道
、
有
明
有
暗
、'
有
起
有
倒
。
喝

一

喝
云
、
且
道
是
照
是
用
。
還
有
人
緬
素
得
腰
。
若
有
、
試
請
出

来
呈
醜
拙
看
。
若
無
、
道
吾
今
日
失
利
。
下
座
。

と
見
え
、
少
く
と
も
石
霜
楚
円
の
時
に
は
、
四
照
用
の
説
が
存
し

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
然
し
、
四
照
用
を
以
て
明
か
に
臨
済
の

説
と
す
る
の
は
、
恐
ら
く
人
天
眼
目
が
最
初

で
あ
り
、
右
の
石
霜

の
垂
示
を
も
井
せ
掲
げ
て
い
る
。
従

っ
て
、
馬
防
は
こ
の
よ
う
な

宋
代
に
於
け
る
臨
済
禅
の
伝
承
に
本
つ
い
て
、
彼
の
序
を
加
え
た

の
で
あ
り
、
四
照
用
を
含
ん
だ
臨
済
録
が
存
し
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。

又
、
四
照
用
と
並
ん
で
、
同
じ
く
臨
済
の
説
に
帰
せ
ら
れ
る
四

賓
主
に
つ
い
て
も
、
そ
の
始
め
は
恐
ら
く
風
穴
延
沼
か
ら
で
あ
り

し
か
も
そ
の
内
容
は
、
賓
中
賓
、
賓
中
主
、
主
中
賓
、
主
中
主
に

つ
い
て
の
問
答
で
あ
り
、
臨
済
録
に
見
え
る
主
客
相
見
の
四
種
の

分
類
と
は
異

っ
て
い
る
。
主
中
主
や
賓
中
主

の
問
答
は
、
寧
ろ
歴
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史
的

に
は
洞
山
良
扮
の
も
の
で
あ
り
、
祖
堂
集
の
隠
山
の
章
な
ど

に
見

え
る
の
が
最
も
確
実
で
あ
る
。
尤
も
、
四
賓
主
の
問
答
を
、

風
穴

や
首
山
以
下
の
、
此
の
系
統
の
人
々
が
好
ん
で
挙
揚
し
た
こ

と
は
確
か
で
あ
り
、
同
じ
く
、
首
山
に
嗣

い
だ
石
門
慈
照

(8
αー

H8
N)
の

「
鳳
巌
集
」
な
ど
に
、
四
照
用
の
頒
を
掲
げ
た
の
ち
、

一
喝
分
賓
主
、
照
用

一
時
行
。
会
得
箇
中
意
、
日
午
打
三
更
。

と
総
頒
し
て
居
り
、
四
賓
主
と
四
照
用
を
互
に
関
係
あ
る
も
の
と

し
て
居
り
、
後
に
な
る
と
、
右
の

コ

喝
分
賓
主
云
云
」
の
句
が

臨
済

そ
の
人
の
も
の
と
さ
れ
る
例
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
元
来
、

臨
済

の
家
風
を
以
て
、
主
賓
に
関
係
せ
し
め
た
の
は
、
法
眼
文
益

(cQGQα
1
㊤㎝G◎)
の

「宗
門
十
規
論
」
で
、

且
如
曹
洞
家
風
、
則
有
偏
有
正
、
有
明
有
暗
。
臨
済
有
主
有
賓

有
体
有
用
。
・

と
言

っ
て
居
り
、
曹
洞
の
偏
正
に
対
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

「人
天
眼
目
」
に
臨
済
の
三
玄
三
要
の
説
を
挙
げ

て
、師

云
、
大
凡
演
唱
宗
乗
、

一
語
須
具
三
玄
門
(

一
玄
門
須
具
三

要
。
有
権
有
実
、
有
照
有
用
。
汝
等
諸
人
作
慶
生
会
。

と
言

っ
て
、

「臨
済
録
」
に
は
見
ら
れ
ぬ
有
照
有
用
の

一
句
を
加

え
て

い
る
の
も
、
明
か
に
此
と
関
係
が
あ
る
。

い
っ
た
い
、
臨
済
の
賓
主
の
句
と
い
う
の
は
、
本
録
の
上
堂
の

段
に
、

上
堂
、
有
僧
出
礼
拝
。
師
便
喝
。
僧
云
、
老
和
尚
莫
探
頭
好
じ

師
云
、
弥
道
落
在
什
腰
処
。
僧
便
喝
。
又
有
僧
問
、
如
何
是
仏

法
大
意
。
師
便
喝
。
僧
礼
拝
。
師
云
、祢
道
好
喝
也
無
。
僧
云
、

草
賊
大
敗
。
師
云
、
過
在
什
慶
処
。
僧
云
、
再
犯
不
容
。
師
便

喝
。

是
日
、
両
堂
首
座
相
見
、
同
時
下
喝
。
僧
問
師
、
還
有
賓
主
也

無
。
師
云
、
賓
主
歴
然
。
師
云
、
大
衆
、
要
会
臨
済
賓
主
句
、

問
取
堂
中
二
首
座
。
便
下
座
。

と
あ
る
の
を
指
す
が
、
天
聖
広
燈
録
の
臨
済
の
章
で
は
、
後
半
の

是
日
両
堂
首
座
以
下
の

一
段
な
く
、再
犯
不
容

の
句
に
つ
づ

い
て
、

師
云
、
大
衆
、
要
会
臨
済
賓
主
句
、
問
取
堂
中
二
禅
客
。
便
下

座
。

と
あ
り
、
前
後
の
関
係
が
簡
明
で
あ
る
。
又
、
此
の

一
段
は
、

「
汝
州
南
院
顯
和
尚
語
要
」
に
よ
る
と
、

問
、
如
何
是
仏
法
大
意
。
師
便
喝
。
僧
云
、
老
和
尚
、
莫
探
頭

好
。
師
又
喝
。
僧
便
礼
拝
。
師
云
、
放
過
即
不
可
。
便
打
。

問
、
如
何
是
仏
法
大
意
。
師
便
喝
。
僧
便
礼
拝
。

師
云
、
今
夜
両
箇
、
倶
是
作
家
禅
客
。
与
宝
応
老
称
提
臨
済
正

法
眼
蔵
。
若
要

一
喝
下
弁
賓
主
、
問
取
二
禅
客
。

と
あ
り
、
更
に

「
汝
州
首
山
念
和
尚
語
録
」
に
は
、

今
時
兄
弟
、
只
管
横
喝
竪
喝
、
及
至
窮
著
、
並
無
言
説
。
看
他

臨
済
会
下
、
有
僧
出
来
礼
拝
。
臨
済
便
喝
。
僧
云
、
老
漢
莫
探



6臨済録 ノー ト(続)

頭
好
。
済
云
、
汝
道
落
在
什
腰
処
。
僧
便
喝
。
又
有
僧
問
、
如

何
是
仏
法
大
意
。
済
便
喝
。
僧
礼
拝
。
済
乃
召
衆
云
、
祢
道
適

来
這

一
喝
、
好
喝
也
無
。
僧
云
、
草
賊
大
敗
。
済
云
、
過
在
什

慶
処
。
僧
云
、
再
犯
不
容
。
済
云
、
要
識
臨
済
賓
主
話
、
問
取

堂
中
二
禅
客
。
師
云
、
諸
兄
弟
、
学
般
若
菩
薩
、
直
須
諦
当
去

始
得
。
錐
然
如
是
、
暁
者
還
稀
。
珍
重
。

と
あ
っ
て
、
臨
済
の
賓
主
の
句
な
る
も
の
が
、
必
ず
し
も
人
天
眼

目

に
言
う
如
き
、
四
種
の
主
客
相
見

の
説
と
関
係
す
る
も
の
で
な

か

っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
り
、
ま
し
て
四
照
用
の
説
と
関
係
せ

し
め
ら
れ
る
の
は
、
右
に
挙
げ

た
石
門
慈
照
の
頃
以
後
な
る
を
推

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
四
照
用
、
四
賓
主
な
ど
の
説
が
、
臨
済
の

喝

に
関
す
る
も
の
と
さ
れ
、
彼
の
正
法
眼
蔵
の
重
要
な
る
本
質
と

見
ら
れ
る
の
は
、
宋
初
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
臨
済
義
玄
そ
の
人

の
説
法
か
ら
言
え
ば
、
す
べ
て
後
代
の
発
展
に
外
な
ら
ず
、
宋
代

に
盛
え
た
五
家
の
随

一
と
し
て
の
臨
済
禅
の
立
場
か
ら
、
故
ら
に

主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
臨
済
録
そ
の
も
の
も
ま
た
宋
代
の
臨

済
禅

の
立
場
か
ら
す
る
か
な
り
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
争

え
な
い
。
特
に
、
人
天
眼
目
に
収
め
ら
れ
る
五
家
の
宗
風
の
如
き

は
、
す
べ
て
そ
う
し
た
宋
代
の
説
の
集
録
で
あ
り
、
右

に
挙
げ
た

喝
と
賓
主
の

一
段
が
、
後
に
重
刻
古
尊
宿
語
録
に
収
め
る

「臨
済

録
」
や

「
五
燈
会
元
」
に
至

っ
て
、
更

に
異

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い

る
の
は
、
人
天
眼
目
以
後
に
於
け
る
新
し
い
発
展
に
外
な
ら
ぬ
。

更
に

ご
言
す
る
な
ら
ば
、
湖

っ
て
天
聖
広
燈
録
の
臨
済
の
章

に

始
め
て
現
わ
れ
る
三
聖
慧
然

へ
の
正
法
眼
蔵

の
付
嘱
に
関
す
る

一

段
の
如
き
、
宋
版
の
景
徳
伝
燈
録
で
は
、
伝
法
偶
の
付
嘱
の
み
で

あ
り
、
付
嘱
の
相
手
が
必
ず
し
も
明
確
で
な

い
の
は
、
か
え

っ
て

其
が
史
実

に
近

い
も
の
で
あ
る
証
拠
で
あ
ろ
う
。
三
聖
と
の
問
答

の
新
加
は
、
宋
初

に
至
っ
て
臨
済
禅
の
伝
統
が
形
成
さ
れ
た
と
き

臨
済
録
の
編
者
と
し
て
の
三
聖
の
権
威
を
主
張
す
る
た
め
の
作
意

で
あ
り
、
此
の
時
な
お
興
化
存
奨
の
地
位
が
確
立
し
て
い
な
い
の

も
、
右
の
推
定
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

興
化
付
嘱
の
権
威
は
、
宗
演
重
開
の
所
謂

「
塔
記
」
に
よ
っ
て
始

め
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
元
来
、
入
寂
時

に
於
け
る
伝
法
偶
の

伝
授
は
、
中
唐
に
出
現
し
た
宝
林
伝
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
臨
済

の
示
衆
に
宝
林
伝
の
影
響
が
か
な
り
強

い
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
彼

が
入
寂
に
際
し
て
伝
法
偶
を
調
し
た
こ
ど
は
自
然
で
あ
り
、
同
じ

く
宝
林
伝
に
見
え
る
正
法
眼
蔵
の
相
伝
を
、
喝
の
挙
揚
に
よ
っ
て

主
張
し
よ
う
と
す
る
の
と
同

一
次
元
の
談

で
は
な
い
。

臨
済
録
の
流
伝
は
、
宋
代
以
後

に
於
け
る
臨
済
禅
の
異
常
な
発

展
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
後
代

に
発
展
し
た

宗
旨
の
立
場
か
ら
、
種
々
の
改
訂
や
増
補
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
現
在
の
臨
済
録

(宗
演
重
開
の
も
の
)
を
以
て
、
直

ち
に
唐
末
の
臨
済
そ
の
人
の
言
行
録
と
見
る

こ
と
は
出
来

ぬ
の
で



臨済録 ノー ト(続)

 

7

あ
り
、
ま
し
て
後

に
現
わ
れ
る
重
刻
古
尊
宿
語
録
に
よ
っ
て
、
こ

れ
を
改
め
る
こ
と
は
、
歴
史
的
に
は
無
意
味
で
あ
る
。
こ
の
点
、

一
た
ん
宋
代
に
そ
の
流
伝
を
断

っ
た
の
ち
、
明
代
に
再
編
さ
れ
た

洞
山
録
や
罷
居
士
語
録
の
方
が
、
新
し
い
編
集
で
あ
る
が
故
に
、

そ
の
資
料
を
古
い
伝
燈
録
そ
の
他
に
承
け
て
い
る
た
め
に
、
そ
の

由
来
を
考
証
で
き
る
限
り
に
於
て
、
大
い
に
信
用
で
き
る
の
と
極

め
て
対
踪
的
で
あ
る
。

一

一

次

に
、
元
代
に
帝
都
北
京
で
再
刊
さ
れ
た
本
録
に
つ
い
て
述

べ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
宋
代
の
禅
宗
は
主
と
し
て
江
南
に
盛
え
、
北
地

一

帯
は
地
理
的
、
政
治
的
に
南
地
と
切
り
離
さ
れ
て
、
遼
や
金
の
統

治
下

に
入

っ
た
か
ら
、
こ
の
地
の
禅
、
若
し
く
は
仏
教
に
関
す
る

資
料
の
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
は
極
め
て
少
い
。
従

っ
て
、
河

北
臨
済
院
の
そ
の
後
の
変
遷
や
、
こ
の
地
方
に
残

っ
た
臨
済
系
統

の
人

々
の
歴
史
的
事
情
な
ど
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
も
の
は
全
く
な

い
と
言

っ
て
よ
い
が
、
元
代
に
な
る
と
、
元
朝

の
包
容
的
な
仏
教

政
策

と
と
も
に
、
こ
の
地
に
伝
わ

っ
た
系
統

の
臨
済
派
禅
宗
の
人

々
の
中
に
、
に
わ
か
に
す
ぐ
れ
た
も
の
が
輩
出
し
、
臨
済
院
の
復

興
、

河
北
臨
済
禅
の
法
系
の
宣
揚
、
臨
済
録
の
覆
刊
等
の
事
業
が

相
次

い
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
運
動
の
先
き
が
け
と
な
っ
た
人
は
、

海
雲
印
簡

(蕊
ob。ー

嵩
㎝刈)

で
あ
る
。
こ
の
人
は
、
楊
岐
下
十
世
で
、
蒙
古
の
第
二
主

太
宗
窩
闊
台
、
第
三
主
定
宗
貴
由

(嵩
島
-
詰
αO
在
位
)、
第
四
主

憲
宗
蒙
寄

(巳
弩
-
匿
㎝ゆ在
位
)
の
と
き
、

列
朝

の
帰
依
を
う
け
て

入
内
し
、
当
時
未
だ
幼
少
で
あ

っ
た
世
祖
忽
必
烈
の
た
め
に
心
要

を
説
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
帝
室
の
保
護
の
下
に
、
彼
が
河
北

臨
済
院
に
住
し
、
大
い
に
殿
宇
を
興
し
て
、
十
方
禅
院
と
し
た
の

は
、

す
で
に
定
宗
の
元
年

(H漣
①)
頃
で
あ

っ
た
ら
し
い
が
、

以

後
、
彼
は
臨
済
禅
の
再
興
に
つ
と
め
て
、
門
下

に
多
く
の
す
ぐ
れ

た
人
物
を
打
出
し
た
。
就
中
、
可
庵
朗
の
門
に
出
た
劉
乗
忠
(嵩
お

ー
旨
設
)
と
、
願
庵
儂
の
下
に
出
た
西
雲
安
大
師
が
最
も
著
わ
れ
、

前
者
は
世
祖

(一N
①OI
Hboり心)
朝
の
宰
相
と
し
て
活
躍
し
、
後
者
は

晩
年
元
貞
元
年

(旨
りα)
、成
宗

(這
霧
1
お
o刈)
の
帰
依
に
よ
っ
て
、

天
都
の
官
寺
で
あ
る
大
慶
寿
寺
に
住
し
て
、
栄
禄
大
夫
大
司
空
の

位
と
、
臨
済
正
宗
の
玉
印
を
賜
わ

っ
て
、
臨
済

一
宗

の
事
を
領
せ

し
め
ら
れ
た
が
、
降

っ
て
至
大
二
年

(お
8
)、
武
宗
が
内
翰
趙
孟

願

(ドbOα蒔ー
HGQbσ悼)
を
し
て
、

「臨
済
正
宗
之
碑
」
を
撰
せ
し
め
、

う臨
済
禅
の
歴
史
的
淵
源
と
そ
の
精
神
を
内
外

に
宣
揚

し

た

こ
と

は
、
元
朝
の
仏
教
史
を
劃
す
る
大
事
件
で
あ
っ
た
。

一
方
、
又
こ
れ
に
先
立

っ
て
、
同
じ
く
臨
済

の
流
れ
を
承
け
、

沿
陽
善
昭
下
十
三
世
に
当
る
雪
堂
普
仁
が
あ
り
、
世
祖
、
成
宗
の

帰
依
に
よ

っ
て
、
江
潅
福
建
等
釈
教
総
統
に
任

ぜ
ら
れ
、
至
元
二

十
四
年

(感
OQ刈)
、聖
上
の
御
香
を
費
し
て
五
台
山
と
大
同
に
詣
り
、
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臨
済
義
玄

興
化
存
奨

南
院
慧
願

風
穴
延
沼

首
山
省
念
」

1
虎
丘
紹
隆

④

ー
円
悟
克
勤
ー

大
慧
宗
呆

(汝
州
)

ー
慈
明
楚
円
ー
楊
岐
方
会
-
白
雲
守
端
-
五
祖
法
演
ー

天

目

斉

瀬

牛

和
ー

⑤

ー
沿
陽
善
昭
ー

1
螂
那
慧
覚
i
渤

潭

月
i
毘

陵

真
-
白

水

白
-
天

寧

党
-
慈

照

純
ー

-◎

(浄
慈
)

④

応
肇

-
驚

傑
ト
総

榊
翫

撫

越

師

螺鹸
)

(竹
林
西
堂
)

⑤
1

竹

林

宝
ー
竹

林

庵
ー
容

庵

海
ー

◎
ー

鄭

州

宝

竹

林

蔵

ー
帰

雲

宣

平

山

亮

騒

編
)璋
L
翻

離

-

(沖
虚
)

-
白
澗
藩

雛

ー
竜

宮

玉

!
庵

主

通

ー
可

庵

朗

ー
願

庵

儂

i
傭

庵

堅

大

名

海

(華
庵
)

1
慶

寿

満
(文
貞
)

劉

乗

忠

慶

寿

安

(西
雲
大
宗
師
)

1
太

原

昭

-
慶

寿

亨

東

平

沐

-
南

京

智
ー

寿

峯

湛

[

五
峯
並
日秀

-
少

林

竪
ー

法

王

通
i

安

聞

覚
1

ー
西

奄

賛
I
l
雪
堂
普
仁
ー
[
口

]

i
墾
泉
泰
公

ー
大
夫
同
修
国
史
質
汝
舟
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次
で
杭
漸
の
名
刹
を
巡
礼
し
、
梵
修
祝
楚
し
た
が
、
当
時
の
江
南

地
方

に
於
け
る
臨
済
下
の
児
孫
た
ち

愚
極
至
慧
、
玉
山
徳
珍

虎
巌
浄
伏
等
と
は
か
っ
て
、
僧
統
満
公

(可
庵
朗
の
弟
子
、
華
庵

満
、

天
都
大
慶
寿
寺
に
住
す
)
と
と
も
に
、
正
議
大
夫
御
史
中
丞

行
御
史
台
事
、
王
博
文
を
し
て
、

「
真
定
十
方
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
道
行
碑
」

を
撰

せ
し
め
て
、
臨
済
院
に
立
石
し
、
宗
祖
臨
済
義
玄
の
遺
徳
を

①太
祖

鉄

木

真

1

.成

士
口
田心
白
里
鵬叩

φ
6

7

0-
2

2

2

■
⊥

■⊥

　
　

　

1
求

赤

1}
太② 察‡

香'書

馨;

定③
宗
貴
由

 

海
雲
印
簡
、

臨
済
塔
改
修

　

　
づ

ー
施

雷

④
1

憲
宗林

泉
従
倫
、

元
史
憲
宗
本
紀
、

元
年
六
月

劉
乗
忠

の
活
躍

(子
聡
)

て
　

　

蒙
寄

道
蔵
を
焼
く

聖
旨
焚
殿
諸
路
偽
道
蔵
経
之
碑
文

⑤

ク
ビ
ラ
イ

世
祖

忽
必
烈
ー

太
子
真
金
-

雪
堂
御
香
を
江

新
慶
寿
寺
創
建

傭
繍
墾

暑

死

臨

済
道

行
碑

43
才

少
林
福
裕
李
志
常
道
士
と
謹
論

す
。

顕
彰
す
る
と
共
に
、
更
に
、
当
時
成
宗
の
信
任
厚
か
っ
た
曹
洞
下

の
林
泉
従
倫
等
と
、
臨
済
録
の
重
刊
を
計
劃
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
蒙
古
の
第
五
帝
世
祖
が
、

至
元
八
年

(旨
謬
)
国

号
を
元
と
改
め
、
天
下
の
釈
氏
を
京
師
に
集
め
た
と
き
、
曹
洞
下

少
林
雪
庭
福
裕

(H卜OOωー
HbO刈α)聖
の
門
下
が
、
そ

の
三
分
の

一
を
占

め
た
。
又
、
至
元
十
」
一年
、
世
祖
が
広
寒
殿
に
御
し
、
禅
教

の
要

義
を
問
う
た
が
、
帝
師
及
び
諸
書
徳
み
な
禅
源
詮
を
以
て
対
え
た

⑦

1
答
刺
麻
八
刺
i

⑫
1
文
宗
図
帖
睦
爾

◎

武
宗
海
山
i

明
宗
和
世
疎

志1亭⑬ 順⑭

宗 宗 救

修
百
丈
清
規

趙
子
昂
撰

臨
済
正
宗
碑

⑧

⑨

 ー
仁
宗
愛
育
黎
ー

抜
力
八
達
ー

英
宗
碩
徳
八
刺

⑥

テ
ム
ル

ー
成
宗
鉄
木
耳

西
雲
に
臨
済
正
宗
印
を
授
く

ー

「
臨
済
録
」
重
刊

⑩

1
甘
麻
刺
ー

晋

宗
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の
で
、
上
は
意
悦
し
板
行
を
命
じ
、
二
十
有
九
年
に
し
て
、
成
宗

の
大
徳
七
年

(HcQOQQ)
、
遂
に
出
版
を
み
た
。
恰
も
こ
れ
に
前
後
す

る
雪
堂
の
重
刊
臨
済
録
は
、

「臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
」
と

呼
ば
れ
、
三
序
が
あ
る
。

先
ず
、

元
貞
二
年

(嵩
㊤①)
林
泉
従
倫
が
序
し
、

次
で
、
大
徳

二
年

(旨
りQ。)
郭
天
錫

(ー
お
島
)
が
序
し
、
更
に
五
峯
普
秀
が
序

を
加
え
て
い
る
が
、
こ
の
序
は
年
時
が
明
か
で
な
い
。
普
秀
は
自

ら
序
中
に

「雪
堂
禅
師
乃
吾
三
世
祖
、
嘱
予
為
序
、
率
爾
書
之
」

と
言

っ
て
い
る
か
ら
、
雪
堂
普
仁
の
孫
弟
子
に
当
る
人
で
、
実
際

の
出
版
が
な
さ
れ
た
の
は
大
徳
年
中

(HbOΦ刈-
HωO、N)
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

こ
の
本
は
、
従
倫
め
序
に
、

河
北
江
南
遍
尋
是
録
、
偶
至
余
杭
得
獲
是
本
、
如
貧
得
宝
、
似

暗
得
燈
、
踊
躍
歓
呼
、
不
勝
感
激
、
遂
捨
長
財
、
繍
梓
流
通
、

俵
施
諸
刹
。

と
あ
る
が
、
宗
演
重
開
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
馬
防
の
序
が
無

い
外
は
、
本
文
に
殆
ん
ど
異
同
な
く
、
上
堂
示
衆
、
勘
弁
、
行
録

の
編
集
様
式
も
同

一
で
、
恐
ら
く
、
宗
演
本
を
重
刊
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
但
し
、
当
時
、
す
で
に
天
下
に
尋
ね
て
、
臨
済
録
の
刊
本

を
得
難
か

っ
た
ら
し
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
雪
堂
普
仁
は
、
今
日
伝
記
の
明
か
で
な
い
人
で
あ
る
が

こ
の
当
時
、
禅
源
諸
詮
集
都
序
や
碧
巌
集
等
も
刊
行
し
て
い
た
様

で
、
前
者
の
重
刻
の
序
に
、

昔
至
元
十
二
年
春
正
月
、
世
祖
皇
帝
万
機
之
暇
、
御
慶
華
島
、

延
請
帝
師
、
太
保
文
貞
劉
公
亦
在
焉
、
乃
召
在
京
書
宿
、
問
諸

禅
教
乖
互
之
義
、
先
師
西
庵
替
公
等
八
人
、
因
以
圭
峯
禅
源
詮

文
為
対
、
允
櫃
震
衷
、
当
時
先
師
嘱
其
弟
墾
泉
泰
公
為
之
記
、

傍
命
雪
堂
鑛
板
流
行
。

と
い
い
、

後
者
は
、
延
祐
四
年

(お
H刈)
に
、

虚
谷
希
陵
が
附
し

た
後
序
に
、

隅
中
張
明
遠
偶
獲
写
本
後
冊
、
又
獲
雪
堂
刊
本
、
及
蜀
本
。

と
い
う
。

又
、
金
石
葦
編
補
正
巻
四
所
収
の
榮
陽
洞
林
寺
聖
旨
碑
及
び
、

重
陽
洞
林
寺
蔵
経
記
な
ど
に
、
資
料
が
あ
る
。

尚
、
報
恩
行
秀
下
五
世
、
嵩
山
の
小
室
山

に
住
し
た
交
才
淳
拙

(Hb⊃、Nωi
目ω㎝し○)
の
碑
銘
(菩
提
達
磨
嵩
山
史
蹟
大
観
所
収
)
に
よ
る
と
、

こ
の
人
は
梁
の
武
帝
の
達
磨
碑
銘
を
再
建
し
、
香
厳
語
録
、
濾
山

警
策
、
般
若
心
経
等
と
共
に
四
家
語
録
を
再
刊
し
た
と
云
う
か
ら

こ
の
四
家
録
に
臨
済
録
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
伝
本
の
今
日
に
存
す
る
も
の
も
な
く
、
こ
の
本
に
つ
い
て

の
他
の
資
料
も
存
せ
ず
、
詳
し
い
こ
と
を
知
り
得
ぬ
の
は
残
念
で

あ
る
。

元
代
以
後
の
大
陸
に
於
け
る
臨
済
録
の
流
伝
に
つ
い
て
は
、
殆

ん
ど
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
し
か
し
元
以
後
と
錐
も
、
臨
済
宗
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の
盛
大
な
発
展
と
相
侯

っ
て
、

本
録
の
重

版
が
幾

度
か
行

わ
れ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
-

例
え
ば
、
明
末
の
万
暦
十
七

年
(扇
OQり)
、
東
安

の
解
君
寧
、
静
山
居
士
が
四
家
語
録
を
編
し
て
、

馬
祖
、
百
丈
、
黄
巣
、
臨
済
の
語
録
を

一
括
出
版
し
、
更
に
、
崇

禎
初
年

(δ
NGQl
)
に
は
、
郭
凝
之

(海
寧
の
人
、
字
は
正
中
。
天
啓

の
挙
人
で
官
は
亮
東
兵
備
副
使
。
著
に
孝
友
伝
あ
り
。

国
朝
書
献
類
徴
四

六
五
、
参
照
)
と
、
語
風
円
信

(ドα刈Hl
H①蔭刈)
と
の
共
編

に
な
る

五
家
語
録
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
四
家
語
録
や
五
家
語
録
の
出
版
は
、
実
は
明
末
に
於

け
る
臨
済

・
曹
洞
両
派
の
角
立
、
及
び
臨
済
派
内
部
に
於
け
る
宗

統
抗
争
に
よ
っ
て
、
夫
々
の
異
る
意
図
を
以
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
各
派
に
於
け
る
臨
済
祖
塔
の
復
興
事
業
や
、
各
派
の
宗
統

を
主
張
す
る
伝
燈
録
の
編
纂
と
も
か
ら
ん
で
居
て
、
そ
れ
ら
の
史

実
の
客
観
的
な
究
明
な
く
し
て
、
正
当
な
評
価
を
与
え
る
こ
と
は

出
来

な
い
。
就
中
、
大
陸
に
於
け
る
臨
済
正
宗
の
伝
統
を
日
本
に

伸
張

し
よ
う
と
す
る
隠
元
隆
碕

(ドαり的l
H①刈GQ)
の
活
動
が
、
徳
川

ゆ

時
代

の
初
期
に
於
け
る
我
が
国
の
禅
宗
諸
派
に
大
き
い
刺
激
を
与

え
、
新
し
い
宗
統
の
自
覚
を
生
ん
だ
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
今
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は

差
し
ひ
か
え
よ
う
。
た
だ
、
そ
う
し
た
明
末
清
初
の
宗
統
の
抗
争

を
究
明
し
た
も
の
に
、
陳
垣
氏
の

h
清
初
僧
謬
記
」
が
あ
り
、
吉

川
幸
次
郎
氏
の

「
居
士
と
し
て
の
銭
牧
斎
」

(福
井
博
士
頚
寿
記
念

東
洋
思
想
論
集
)

く

。

も

、
ま

た

こ
れ

に
関

説

あ

る

こ

と

を
附

記

し

て

お

「
元
栗

ー

曹

聡
-

月
心
笙

]

中
峰
明
本
ー

千
巌
元
長
⊥

退
浄
祖
応
ー

万
峰
時
蔚
」

・

[
護

普
持
ー

醤

奮

-

海
舟
並暴
心ー

宝
峰
明
甲

一

(
語
風
)

1
雲
嬌
円
信

(
五
家
語
録
)

-
幻
有
正
傳
ー

密
雲
円
悟
ー

費
隠
通
容
ー

隠
元
隆
碕

一
二

(Hα野

(
H
㎝
ゆ
邸
ー

H
①
↓
ω
)

-
漢
月
法
蔵
昌

蹴
(祖
塔
源
流
序
臨
済

院
重
建
碑

(宗
統
編
年
)
)

臨

済

録

の
日

本

初

伝

に

つ

い

て
、
'
今

日

明
確

な
説

は

な

い
が
、

義

堂

周

信

(Hω
b⊃
α
l
H
ω
QO
QQ
)

の
日

記

で
あ

る

空

華

日

工
集

の
始

め

に

次

の
様

な

話

が

載

せ

ら

れ

て

い
る
。

元

弘

二

年

壬

申

(HG。
Q。
卜Q
)
、

時

に
義

堂

八
才

、
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一
日
.
於
家
蔵
襟
書
中
、
探
得
臨
済
録

一
冊
、
喜
而
読
之
、
宛

如

宿
習
、
父
母
怪
之
、
以
為
天
授
、
…
…
師
之
祖
父
某
、
学
儒

釈

之
教
、
専
修
禅
那
、
嘗
謁
由
良
国
師
、参
禅
間
道
、
且
白
日
、

願
得
禅
録

一
巻
、
以
為
理
性
学
本
、
国
師
乃
与
臨
済
録
、
是
其

本
也
。

こ
こ
に
み
え
る
由
良
国
師
は
、
法
燈
円
明
国
師
心
地
覚
心

(旨

も

o
刈
l

Hb。
り
。。
)
で
、

彼

が

帰

朝

し

た

の

は
、

円

明

国

師

行

実

年

譜

に

よ

る
と

、

建

長

六

年

(H誤
心
)

で
あ

り

、

恐

ら

く

こ

の
時

、

臨

済

録

を
将

来

し

た

の

で
あ

ろ

う
。

又
、

抜

隊

和

尚

(H
GQ
悼
刈ー

ドGocQ、N)

の
行

状

に
、

禅

師

が

雲

州

の
雲
樹

寺

で
、

孤

峯

和

尚

(H
じQ
刈
H
ー
ドも◎①
H)

に

参

じ

た

と
き

、

孤

峯

が

衆

に
臨

済
語

録

を
看

る

こ
と

を

す

す

め

て

い
る

の

を
聴

い

た

と
言

う

。

孤

峯

は
覚

心

の
法

嗣

で
あ

る
か

ら

、

こ

れ

に

よ

っ
て
、

彼

の
系

統

で
本

録

が

重

視

さ

れ

て

い
た

こ
と

を

知

る

の

で

あ
り

、

後

年

の
示

衆

に
も

、

よ

く

臨

済

録

を

用

い

て

い

る
点

が

注
意

さ

れ

る
。

又
、

抜

隊

の
和

泥

合

水

集

と

い
う

名

は
、

臨

済

に
帰

せ

ら

れ

る

四
照

用

の
説

に
見

ら

れ

る
句

に
本

つ

く

も

の

で
あ

る
。

思

う

に
、

建

長

六
年

は
、

鼓

山

の
晦

室

師

明

が
、

続

開

古

尊

宿

語

要

六

巻

を
開

版

し

て

か
ら

十

七
年

目

に
当

り

、

元

の
雪

堂

本

は

未

だ

出

版

さ

れ

て

い
な

い
か

ら
、

後

に
義

堂

が

読

ん
だ

も

の

は
、

馬

防

の
序

の

あ

る
続

開

古

尊

宿

語

要

本

、

つ
ま
り

、

宗

演

本

で
あ

っ
た
筈

で
あ

る

。

尤
も
、
臨
済
に
関
す
る
話
は
.

こ
れ
に
先

立
っ
て
道
元

(這
o
O

i
旨
器
)
の
永
平
知
事
清
規
や

正
法
眼
蔵
そ
の
他
に
引
か
れ
て
い

る
し
、
又
、
蘭
渓
道
隆

(HN
HQo-
H卜o、NQQ)
が
、
建
長
寺
で
臨
済
録
を

提
唱
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
か
ら

(白
石
、
禅
宗
編
年
史
八
〇
二
頁
)、

或
は
、
法
燈
国
師
の
帰
朝
以
前
に
、
既
に
日
本
に
伝
来
さ
れ
て
い

た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
明
確
な
こ
と
は
も
と
よ
り
判
ら
な
い
。

処
で
、
降

っ
て
元
応
二
年

(お
No)
に
、
比
丘
妙
秀
な
る
人
が
、

本
録
を
開
版
し
、
京
都
建
仁
寺
の
祥
雲
庵
に
版
木
を
施
入
し
て
居

る
が
、
こ
れ
は
本
邦
に
於
け
る
臨
済
録
の
初
刊
で
あ
り
、
而
も
こ

の
本
は
、
今
日
、
東
京
の
静
嘉
堂
文
庫
に
現
存
す
る
。
こ
の
本
は

巻
首
に
馬
防

の
序

一
紙
を
有
し
、
全
巻
三
十

五
紙
で
、
巻
尾
に
次

の
識
語
が
あ
る
。

仏
祖
正
宗
、
貴
久
流
伝
、
因
弦
此
録
鍍
板
、
捨
入
祥
雲
庵
、
時

元
応
庚
申
重
陽
日
、
小
比
丘
妙
秀
。

建
仁
寺
祥
雲
庵
は
、

一
山

一
寧

(HbO幽刈l
Hω
喚N)
に
嗣
い
だ
無
著

良
縁
が
創
し
た
寺
で
、
妙
秀
は
恐
ら
く

一
寧

、
若
し
く
は
良
縁

の

徒
で
あ
ろ
う
。

こ
の
当
時
の
日
本
は
、
新
し
い
武
士
社
会

の
基
礎
態
勢
が
漸
く

固
ま
り
、
日
本
の
国
力
の
伸
展
と
と
も
に
、
南
宋
、
若
し
く
は
元

朝
文
化
の
移
植
全
盛
期
に
当
り
、
武
士
階
級

の
帰
依
と
保
護
に
よ

っ
て
、
鎌
倉
及
び
京
都
を
中
心
と
し
て
、
南
宋
以
来
の
祖
師
禅
が

急
激
に
盛
行
し
、
彼
此
両
国
の
禅
僧
の
往
来
も
は
げ
し
く
、
中
国
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唐

宋

の
禅

録

が
続

々
将

来

さ
れ

、

こ
れ

に
伴

っ
て
、

日
本

禅

林

に

於

け

る
覆

刻
開

版

が
相

次

ぎ
、

や
が

て

五
山

版

全

盛

の
時

代

を

迎

え

る

こ

と

と

な

る
。

例

え
ば

、

伝

心
法

要

(嵩
ωcQ)
、

人

天

眼

目

(
H。。
8
)
、

禅

源

諸

詮

集

都

序

(H
ω
Oα
)
、

虚
堂

録

(騙
H
ω
)
、

無

門

関

(
Hω
H㎝
)
、

冥

枢

会

要

(H
OQbO①
)
、

円

悟

心

要

(
H認
。。
)
、

碧

岩

録

(
易
G。
α
)
、

景

徳

伝

燈

録

(お
ら
OQ)
、

宗

鏡

録

(お
謡
)
等

、

相

当

大

部

な
も

の

ま

で
、

続

々

出

版

さ

れ

る
と

共

に
、

元

亨

釈

書

(
お
①
幽
)
、

貞

和

集

、

大

応

録

(Hω
鳶
)
、

塩

山

和

泥
合

水
砂

(お
c。
①
)
等

の

日
本

人

の
著

作

も

出

さ

れ

て
居

り

、

こ

の
間

に
伍

し

て
、

臨

済

録

も

亦

た
相

次

で
数

回

の
重

開

を

み

る

こ
と

と

な

っ
た

様

で
、

今

日

知

ら

れ

て

い
る

も

の

だ

け

で
も

、

嘉

暦

四

年

(お
N
り
)

比

丘

尼
道

証

が

出
版

し

た

も

の

(騨
灘

弊

弘
和
元
年

(量

開
版
の
も
の
、

至
徳
元
年

(お

。。蔭)
可
重
が
重
刊
し
た
も
の
、
永
享
九
年

(置
QQ刈)
法
性
寺
東
経
所

出
版

の
も
の
、
延
徳
三
年

(置
㊤H)
季
恭
居
士
が
濃
州
(韓
)正
法
栖

雲
庵

に
捨
入
し
た
も
の
、

文
亀
元
年

(Hg
H)
開
版
の
も
の

な
ど

が
あ
り
、
永
亨
九
年
本
が
元
代
重
開
の
雪
堂
本
を
承
け
て
三
序
を

有
す

る
以
外
は
、
す
べ
て
馬
防
序
の
あ
る
宗
演
本
の
系
統
の
も
の

で
あ

る
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

降

っ
て
徳
川
時
代
に
入
る
と
、

一
般
商
工
業
文
化
の
急
激
な
発

　
　
　
　

展
上
昇
に
よ

っ
て
、
町
版
が
興
り
、
従
来
の
も
の
が
殆
ん
ど
す
べ

て
寺
院
の
出
版

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
市
井
の
書
店
出
版

の
も
の

が

相

次

い

で
現

わ

れ

た
。

例

え
ば

、

元
和

九

年

(δ
N
ω
)、

寛

永

四

年

(H
①卜⊃刈
)
、

同

十
年

(
δ
ω
ω
)
、

同

十

四

年

(H①
ω
刈
)
、

慶

安

元

年

(H
①軽
QQ)
、

承

応

元
年

(巳
α
b。
)
、

万

治

二
年

(H①
α㊤
)
、

貞

享

二
年

(♂
QQ朝
)
、

元
禄

四
年

(ド
8
H
)
、

同

九

年

(
♂
り
①
)
、

同

十

二
年

(
δ

㊤
り)
、
享

保

十

二
年

(
H鳶
刈
)
等

、

枚

挙

に
暇

な

き
状

態

で

あ

る
。

就

中

、

享

保

本

は
、

妙

心

寺

竜

華

院

の
無

著

道

忠

(H
①
軌
QOl

H刈
儀
蜘
)

が

、

古

本

の
誤

謬

を

訂

し
、

国

点

を
改

め

て
出
版

し

た
も

の

で
、

徳

川

時

代

を

通

じ

て
、

臨

済

録

の
定
本

と

し

て
最

も

す

ぐ

れ

た
も

の

で
あ

る
。

こ

の
本

は
、

巻

尾

に
、

趙

孟

頬

の

「
臨

済

正

宗
碑

」
、

玉

博

文

の

「
真

定

十
方

臨
済

慧

照

玄
公

大

宗

師

道

行

碑

銘

」
を

拝

せ

刻

し

、

更

に
、

訂

校

者
自

身

の
次

の
様

な
駿

を
附

し

て

い
る
。

此

箇

一
縛

、
我

家

青

藍

。

旧

刻

迭

出
、

整

躍

馬

焉

。

祖

庭
閾

典

、

霧

以
為

偶
。

精

楷

新

写

、

勲
託

完

蕎

。

校

讐

反

復

、

誠

難

入

鍋

。

升

平

快

事

、

禺

用

加

旋

。

遂

託

副

墨

、

謹

白

参

玄

。

合

掌

、

一
覧

、

行

騨

十

年

。

孤

明

歴

々
、

透

害

徹

泉

。

行

業
純

一
、

泡

可

犯

辺

。

過

此

巳

往

、

火

中

開

蓮

。

具

過

師

眼

、

樟
打

爺

拳

。

藻

雨
堂

主
道

忠

拝

識

但

州

瑠

璃

山

満

願

禅

寺

小

比

丘

宗

寿

拝

書

享

保

丁
未

初

秋

無

著

校

訂

の
臨

済

録

は

、

大

正

七
年

(
Hゆ
H
O◎
)

円
覚

寺

の
釈

宗

演

(H
GQ
㎝ゆ
ー

Hゆ
H
り
)

に

よ

っ
て
活

版

に
移

さ

れ

、
東

京

森
江

書

店

よ
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り
出
版
さ
れ
て
居
り
、
昨
年
、
臨
済
の

一
千
百
年
遠
忌
を
記
念
し

て
、
古
川
大
航
氏
が
覆
製
し
た
の
も
、
右
の
活
版
本
に
鈴
木
大
拙

氏

が
書
き
込
み
を
加
え
た

一
本
で
あ
り
、
同
じ
く

一
千
百
年
忌
を

.記
念
し
て
、
禅
文
化
研
究
所
で
も
右
の
無
著
に
よ
る
校
訂
本
の
新

訂

を
計
劃
し
、
目
下
進
行
中
で
あ
る
。

な
お
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
本
録
の
注
釈
書
は
、
す
べ
て
本

文
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
後

に
説

く
如
く
で
あ
る
。

更
に
又
、
明
治
以
降
に
な
る
と
、
活
版
印
刷
の
発
農
と
と
も
に

各
種
の
本
が
作
ら
れ
、
叢
書
、
大
蔵
経
、
国
訳
訓
註
本
等
の
本
文

に
含
ま
れ
る
も
の
も
極
め
て
多
い
。
今
そ
の
主
な
も
の
の
み
を
概

観
す
れ
ば
、

明
治
十
七
年

(HQQoQ蔭)

東
京

弘
教
書
院

縮
刷
大
蔵
経
、
騰
秩
四
冊
、
古
尊
宿
語
録
の
内

明
治
二
十

一
年

(ドQQQQO◎)

京
都

妙
心
寺
花
園
教
醤

附
、
釈
迦
如
来
成
道
記

明
治
二
十

一
年

(HO◎OQQQ)

京
都

出
雲
寺
文
次
郎

五
部
合
刻

明
治
四
十
二
年

(お
O㊤)

京
都

蔵
経
書
院

卍
版
続
蔵
経
第
二
編
、
二
三
の
二
、
古
尊
宿
語
録
の
内

明
治
四
十
三
年

(HO
ドO)

京
都

貝
葉
書
院

禅
学
宝
典
の
内

明
治
四
十
三
年

(お
ドo)

東
京

柳
枝
軒

岡
田
乾
児
、
袖
珍
臨
済
録
仮
名
付

明
治
四
十
四
年

(6
旨H)

東
京

一
喝
社

禅
学
大
系
祖
録
部

一

明
治
四
十
四
年

(6
ε

京
都

貝
葉

書
院

,

町
元
呑
空
改
訂
評
唱

大
正
九
年

(H爲
o)

東
京

大
阪
屋
号
書
店

中
原
獅
州
、
提
唱
臨
済
録

大
正
十
年

(お
bO目)

東
京

同
書
刊
行
会

国
訳
禅
宗
叢
書
第
十

一
巻

大
正
十
二
年

(Hり鱒GQ)

東
京

森
江
書
店

京
都

貝
葉
書
院

大
正
十
四
年

(H旨
㎝)

東
京

真
風
会

岡
田
乾
児
、
臨
済
録
贅
辮

昭
和
三
年

(δ
NO◎)

東
京

同
書
刊
行
会

大
正
新
修
大
蔵
経
第
四
十
七
巻
の
内

昭
和
六
年

(お
ω
H)

東
京

森
江
書
店

間
宮
英
宗
、
臨
済
録
夜
話

昭
和
十
年

(お
ωα)

新
興
出
版
社

間
宮
英
宗
聖
典
講
話
臨
済
録

昭
和
十
年

(Hり
ωα)

東
京

岩
波
書
店

朝
比
奈
宗
源
校
訂
、
岩
波
文
庫



15臨 済録 ノー ト(続)

右

の
中
、
大
正
新
修
大
蔵
経
第
四
十
七
巻
所
収
の
臨
済
録
は
、

永
享
九
年
版
を
底
本
と
し
て
、増
上
寺
報
恩
蔵
明
版
古
尊
宿
語
録
、

宮
内
省
図
書
寮
本
、
慶
安
二
年
本
、
延
徳
三
年
本
の
四
種
を
校
合

し
た
も
の
で
、
今
日
用
い
う
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
最
良
の
本
で
あ

る
。
朝
比
奈
宗
源
校
訂
の
岩
波
文
庫
本
は
、
流
布
本
に
見
ら
れ
ぬ

数
節
を
古
尊
宿
語
録
に
よ

っ
て
補

っ
た
本
文
を
、
訳
註
し
た
も
の

で
、
ボ
ケ

ツ
ト
本
と
し
て
便
利
で
あ
る
が
、
訓
註
に
は
多
少
問
題

が
あ
る
。

(
こ
の
本
は
、
昨
年
、
新
た
に
口
語
訳
を
加
え
て
再
版
が
出
さ
れ
た
)

更

に
、
戦
後
に
於
け
る
臨
済
録
の
研
究
は
、
実
に
長
足
の
進
歩

を
と
げ
、
特
に
語
学
的
研
究
に
於
て
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
就

中
、
佐
々
木

ル
ー
ス
夫
人
の
献
身
に
よ
る
英
訳
の
進
行
を
通
し
て

テ
キ

ス
ト
そ
の
も
の
の
校
訂
に
新
し
い
成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
こ

の
仕
事
に
は
筆
者
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
評
価
に

立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
。

一
三

最
後
に
、
日
本
に
於
け
る
臨
済
録
研
究
の
沿
革
に
つ
い
て
、
其

の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
し
、
井
せ
て
古
来
の
注
釈
書
の
主
な
も
の

に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

日
本
の
臨
済
宗
で
は
、古
来
、
何
時
頃
か
ら
か
明
か
で
な
い
が
、

臨
済
録
、
碧
巌
録
、
大
慧
書
、
虚
堂
録
、
五
家
正
宗
賛
、
江
湖
風

月
集
、
禅
儀
外
文
の
七
部
を
、
宗
門
七
部
書

(禅
林
執
弊
集
二
十
二

丈
a
に
見
ゆ
)
と
し
て
尊
重
し
、
そ
の
参
究
講
読

に
力
め
て
来
て
居

る
。
七
部
の
中
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
方
法
に
変
遷
消
長
が

見
ら
れ
る
が
、
臨
済
録
は
、
江
戸
時
代
初
期
よ
り
中
期
に
他
の
も

の
よ
り
も
特
に
尊
重
さ
れ
、東
嶺
円
慈

(ド刈トりHl
H刈ΦN)
の
如
き
は
、

そ
の
五
家
参
詳
要
路
門

に
、

.

古
来
、
以
本
録
称
録
中
之
王
。

と
言

っ
て
居
り
、
こ
の
態
度
は
、
今
日
の
臨
済
宗
で
も
変
ら
な
い

様
で
あ
る
。

蓋
し
、
江
戸
時
代
以
前
に
於
て
は
、
主
と
し
て
碧
岩
録
を
以
て

「
宗
門
第

一
之
書
」
と
称
し
て
、
そ
の
参
究

に
力
め
た
が
、
こ
れ

は
日
本
中
世
の
禅
林
で
、
碧
岩
の
偶
顛

の
美

し
さ
を
喜
ん
だ
た
め

で
、
四
六
駐
侮
の
綺
を
競
う
五
山
文
学
の
全
盛
に
厭
せ
ら
れ
て
、

臨
済
録
は
碧
岩
録
ほ
ど
に
は
読
ま
れ
な
か

っ
た
様
で
あ
る
。

然
し
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
傾
向
は
、

に
わ
か
に
逆
転
し
、

臨
済
録

へ
の
関
心
が
勃
興
し
、
多
数
の
注
釈
書
等
が
作
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
主
と
し
て
こ
の
時
代
に
、
中
国
か
ら
隠
元
隆
碕

(嵩

旨
i
属
器
)
が
来
朝
し
て
中
国
風
の
禅
を
伝
え
、
新
し
く
黄
桀
山
万

福
寺
を
開
創
し
、
日
本
禅
林
に
大
き
い
刺
激
を
与
え
た
こ
と
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
。

隠
元
隆
碕
の
来
朝
は
、
承
応
三
年

(H①鰹
)
で
、
次
で
、明
暦
三
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年

に
は
妙
心
寺
の
竜
渓
性
潜

(一①OトりI
H①刈O
)
に
迎
え
ら
れ
て
摂
州

普
門
寺
に
入
り
、先
師
費
隠
通
容
が
撰
し
た
五
燈
厳
統
を
出
版
し
、

自
家
の
禅
が
達
摩
よ
り
、六
祖
、
黄
巣
、
臨
済
、以
来
の
中
国
祖
師

禅

の
正
系
た
る
を
主
張
し
、

寛
文
二
年

(δ
①い)
に
は
、

洛
南
の

宇
治
の
地
に
、
黄
桀
山
万
福
寺
を
創
建
し
て
、
開
山
第

一
世
と
な

り
、
新
し
く
大
陸
の
臨
済
正
宗
を
提
唱
し
た
の
で
、
従
来
、
永
く

五
山
の
文
字
禅
に
酔

っ
て
い
た
日
本
禅
林
も
、
に
わ
か
に
覚
醒
せ

ら

れ
て
、
自
か
ら
宗
祖
臨
済
義
元
と
そ
の
語
録
臨
済
録

へ
の
関
心

を
強
め
る
に
到

っ
た
の
で
あ
る
。

尤
も
、
こ
れ
に
先
立

っ
て
、
す
で
に
五
山
禅
林
に
於
て
、
種
々

の
人
々
が
臨
済
録
の
研
究
、
講
読
を
し
て
い
た
事
実
は
あ
る
。
今

日
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
み
に
つ
い
て
も
、

古
く
夢
窓
疎
石

(嵩

♂
l
Hω巳

の
孫
弟
子
に
当
る
空
谷
明
応

(HGoNOQI
H心O刈)
に
、
「
臨

済
録
直
記
」

(三
巻
)
の
著
が
あ
り
、

そ
の
転
写
本

一
部
を
故
陸

川
堆
雲
氏
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
し
、
「蔭
涼
軒
日
録
」
に
よ
る
と
、

寛
正
五
年
(H合
隣)
四
月
二
十
二
日
以
後
、
数
ケ
月
に
亘

っ
て
、
竜

山岡
真
圭
が
足
利
義
政
の
た
め
に
臨
済
録
を
講
じ
て
居
り
、
実
隆
公

記

に
よ
る
と
、

義
政
は
、

文
明
七
年

(置
誤
γ
九
月
十

一
日
、
再

び
大
成
義
庵
の
臨
済
録
の
提
唱
を
聴
い
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
当
時
は
五
山
の
学
問
の
最
も
盛
大
な
時
代
で
、例
え
ば
、有
名

な
雲
章

一
慶
(HGoOQ①ー
H蔭①GO)
や
、
桃
源
瑞
仙

(置
G。Oー
置
G。⑩)
等
が
、

救
修
百
丈
清
規
を
始
め
、
史
記
や
易
の
研
究
に
、
高
い
学
問
的
成

果

を
示

し

て

い

る

か

ら
、

五

山
禅

僧

た

ち

の
臨

済

録

研

究

も

相

当

に

す

ぐ

れ

た
学

問
的

水
準

に
達

し

て

い
た

と

思

わ

れ

る
。

又
、

記

録

に

よ

る

と

、
当

時

、
長

享

三

年

(辰
GQ㊤
)
、

天

文
十

二
年

(H
鰹
・。
)
、

永

禄

十

二

年

(δ
①
ゆ
)
、

慶

長

八
年

(お
8
)
、
慶

長

十

二

年

(δ
o刈
)

に
、

夫

々

何

人

か
が

本

録

を

講

じ

て
居

り

、

そ

れ

ら

の
講

義

ノ
ー

ト

が
、

次

の
時

代

の
本

格

的

な
臨

済

録

註

釈

の
素

材

と

な

っ
た

こ

と

が
容

易

に
想

像

さ

れ

る
。

次

で
、

江

戸

時

代

初

期

(H
①
8
ー
)

に
於

け

る
臨

済

録

研
究

の
最

も

す

ぐ

れ

た
業

績

は
、

沢

庵

宗

彰

(
H㎝
、NGQ
l
H
①
心
㎝)

の

「
臨

済

録

秘

抄

」

と

、

万

安

英

種

(H
㎝甲O
Hl

H①
㎝
偽
)

の

「
臨

済

録

抄

」

(カ
ナ
抄
)

で

あ

っ
て
、

前

者

は
主

と

し

て
大

徳

寺

の
開

山

大

燈

国

師

(匿
。。b。
l

H
器
刈
)
以

来

の

大

徳
寺

系

の
参

究

記

録

を

集

大

成

し

た
も

の

で

あ

り

、

遂

に
秘

抄

と

さ

れ

て
刊

行

を
見

な

か

っ
た

け
れ

ど

も

、

後

者

は
、

一
般

に
親

し

み

や

す

い
片

カ

ナ
に

よ

る
註

釈

で
、

寛

永

九

年

(目
①
GQ悼
)
、

村

上

平
楽

寺

よ

り
刊

行

さ

れ
、

通

名

「
万

安

抄

」

の
名

に

よ

っ
て
盛

ん

に
流

行

す

る

に
至

っ
た
。

万

安

英

種

は
、

曹

洞

宗

に
属

す

る
が

、

大

慧

書

を

読

み
、

趙

州

狗

子

の
公

案

に

よ

っ
て
大

悟

し

た
人

で
あ

る
。

臨

済

系

の
人

々

と
交

わ

っ
て
、

臨

済

禅

へ
の

関

心

の
特

に
強

か

っ
た
人

で
あ

る
が

、

先

述

し

た
よ

う

に
、

当

時

は
中

国

大

陸

に
於

て
も

、

恰

も

、

四

家

語

録

や

、

五

家

語

録

の
改

編

出

版

が

成

り

、

臨

済

下

三

十

一
世

密

雲

円

悟

(
Hα
①
①
l
H
①
戯
N
)
、

及

び

そ

の
嗣

費

隠

通

容

(Hα
Φ
ω
l

H①
①
H
)

や
、

曹

洞

下

の
永

覚

元

賢
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(H切
、N◎Q-
H①㎝、N)
、
為
森
道
需

(δ
嵐
ー
嵩
ON)
等
の
活
躍
に
よ

っ
て
、

臨
済

再
興
の
気
運
が
し
き
り
に
擁
頭
し
て
い
た
時
期
で
、
そ
う
し

た
大

陸
禅
宗
の
気
運
が
日
本
禅
林
に
強
く
影
響
し
た
こ
と
も
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
為
森
道
需
が
編
し
た
「
禅
海
十
珍
」

に
臨

済
の
法
語
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
景
徳
伝
燈
録

巻
二
十
八
、
諸
方
広
語

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

江
戸
初
期

の
臨
済
録
註
釈
書
と
し
て
は
、
以
上
の
外
に
、
す
で

に
寛
永
七
年

(H①G◎O)
八
尾
助
左
衛
門
尉
開
板
の

「臨
済
録
砂
」

(六
巻
)、

及
び
、

承
応
三
年

(属
α蔭)
秋
田
屋
平
左
衛
門
板
行
の

「臨
済
録
爽
山
紗
」
(十
巻
)
が
あ
る
が
、
共
に
編
者
を
明
か
に
し

得
な

い
。

処

で
、
以
上
の
諸
砂
は
、
す
べ
て
室
町
以
来
の
中
世
禅
林
に
於

け
る
本
録
研
究
の
成
果
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
で
、

黄
巣

隠
元
の
渡
来
を
境
と
し
て
、
本
録
の
註
釈
的
研
究
は
更
に
に

わ
か

に
盛
大
と
な
り
、
す
ぐ
れ
た
註
釈
書
が
続
々
と
出
現
す
る
に

到

っ
た
。

先
ず
、
妙
心
寺
派
よ
り
隠
元
下
に
転
じ
、
黄
桑
山
の
開
創
に
つ

く
し
た
竜
渓
性
潜
は
、

寛
文
四
年

(H①罐
)
以
来
、

後
水
尾
上
皇

の
命

に
よ

っ
て
本
録
を
講
じ
、
こ
の
と
き
の
上
皇
の
御
筆
記
は
、

今
日
、
東
山
御
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
性
潜
は
、
本
書
以

外

に
、
所
謂
禅
門
七
部
書
の
註
解
を
手
が
け
て
居
り
、
刊
行
さ
れ

た

「
五
家
正
宗
賛
抄
」
や
、

「
虚
堂
録
抄
」
は
、
今
旧
も
、
禅
録

註
解
書
の
権
威
と
さ
れ
る
。

次
で
、
寛
文
十

一
年

(嵩
刈
ド)、
東
福
下
、
丹
州
瑞
巌
寺
の
見
隻

智
徹

(
"
i
H①QQ刈)
が

「臨
済
録
瑞
巌
砂
」
八
巻

を
出
版
し
、

貞

享
五
年

(目①○◎QQ)
に
は
、

仏
日
鉄
崖
道
空
の

「臨
済
録
撮
要
砂
」

五
巻
が
出
版
さ
れ
、
元
禄
九
年

(H①ゆ①
)
に
は
、
散
木
耕
雲
の
「臨

済
録
摘
葉
」
八
巻
が
出
版
さ
れ
、

同
十
二
年

(δ
㊤㊤)
に
は
、

大

智
実
統
の

「増
補
贅
…頭
臨
済
録
」
が
出
版
さ
れ
、
降

っ
て
享
保
十

一
年

(H鳶
①)、
妙
心
寺
の
無
著
道
忠
が

「臨
済
録
疏
濡
」
五
巻
を

編
す
る
等
、
本
書
の
註
釈
書
が
続
々
と
出
現
し
た
が
、
右
の
う
ち

鉄
崖
と
大
智
は
隠
元
下
に
属
し
、
耕
雲
は
恐
ら
く
曹
洞
系
か
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
間
、宇
治
の
黄
奨
山
で
は
、
鉄
眼

(H①GQ
Oi
H①Q◎b◎)
等
の
努
力

に
よ
る
黄
粟
版
大
蔵
経
六
千
七
百
七
十

一
巻
の
開
版
が
完
成
し
、

黄
葉
山
に
拠
る
中
国
禅
僧
の
来
往
に
伴
い
、
大
陸
の
訓
詰
学
の
学

風
が
日
本
禅
林
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
臨
済
の
正
系
を
主
張
す
る
黄
葉
僧
等
の
刺
激
に
よ
っ
て
、

日
本
禅
僧
の
間
に
臨
済
禅
の
偉
大
な
る
宗
祖
義
玄
と
そ
の
語
録
へ

の
関
心
が
強
く
喚
起
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き

ぬ
で
あ
ろ
う
。

道
忠
の
臨
済
録
疏
濡
五
巻
は
、
右
の
様
な
時
代
思
潮
の
下
に
あ

っ
て
、
厳
密
正
確
な
訓
詰
註
釈
に
よ
る
本
文
の
理
解
と
、
日
本
古

来
の
先
哲
が
試
み
た
参
究
味
読
の
先
躍
を
襲
ぎ
、
臨
済
精
神
の
關

明
に
つ
と
め
た
も
の
で
、
実
に
古
今
を
通
し
て
、
本
録
講
読
の
最
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高

の
指
針
た
る
こ
と
は
、
何
人
と
蹉
も
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

因

み
に
、
疏
論
と
は
、
荘
子
の
知
北
遊
に
、
そ
の
心
を
疏
濡
し
、

そ
の
精
神
を
漂
雪
す
、
と
あ
る
に
よ
る
語
で
、

「
ひ
ら
き
洗
う
」

の
音
心味
で
あ
る
。

道
忠
に
次
で
、
五
百
年
間
出
と
自
称
す
る
白
隠
慧
鶴
あ
り
、
享

保
十
七
年

(嵩
ωbQ)
五
十
三
歳

に
し
て
、

原
町
の
松
蔭
寺
に
在

っ

て
本
録
を
提
唱
し
、そ
の
嗣
東
嶺
も
ま
た
本
録
を
尊
重
し
た
か
ら
、

爾
来
、
白
隠
系

の
参
禅
に
本
録
の
用

い
ら
る
る
こ
と
緊
密
を
加
え

る
に
至

っ
た
が
、
東
嶺
以
後
の
人
々
の
関
心
は
、
再
び
碧
岩
、
無

門
関
に
移

っ
た
如
く
で
、
本
録
研
究
に
あ
ま
り
見
る
べ
き
も
の
が

存

し
な
い
。
而
し
て
、
右
の
如
き
江
戸
中
期
以
来
の
傾
向
を
改
め

て
、
特
に
臨
済
録
を
重
視
し
た
も
の
は
、

円
覚
寺
の
釈
宗
演

(目。。

呂
1
δ
6
)
で
、

宗
演
の
嗣
宗
活
は

「臨
済
録
講
話
」

(6
bσ癖)
を

著

し
、

宗
源
が
岩
波
文
庫

「
臨
済
録
」

(お
ω0)
を

作

っ
た
こ
と

は
我
々
の
耳
目
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
又
、
洪
川
下
の
鈴
木

大
拙
、
宗
活
下
の
陸
川
堆
雲
両
氏
の
本
録
研
究
は
、
現
代
の
も

っ

と
も
す
ぐ
れ
た
成
果
で
、
後
者
の

「臨
済
及
び
臨
済
録
の
研
究
」

(6
ヨ
)、
「臨
済
録
詳
解
」

(お
①G。)
の
二
書
は
、
道
忠
の
疏
漁
と

共
に
、
今
後
長
く
本
録
の
文
献
研
究
の
指
針
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

又
、
更
に
、
以
上
に
取
り
挙
げ
た
も
の
以
外
の
、
臨
済
及
び
臨

済
録

に
関
す
る
講
義
、
研
究
、
関
係
論
文
の
主
な
も
の
と
し
て
は

次

の
如
き
も
の
が
あ
る
。

(講
義
)

勝
峯
大
徹

中
原
獅
州

足
利
紫
山

足
利
紫
山

高
橋
新
吉

立
田
英
山

臨
済
録
講
義

臨
済
録
提
唱

臨
済
録
提
唱

臨
済
録

(聖
典
講
話
)
宝
文
館

臨
済
録
新
講

(研
究
書

・
解
説
入
門
)

前
田
利
鎌

伊
藤
古
鑑

鈴
木
大
拙

古
田
紹
欽

伊
藤
古
鑑

井
上
禅
定

(論
文
)

柴
山
全
慶

篠
原
寿
雄

今
津
洪
嶽

柴
野
恭
堂

臨
済

・
荘
子
、
宗
教
的
人
間

臨
済

(禅
叢
書
)

臨
済
録

の
思
想

(大
乗
禅
)

臨
済
の
基
本
思
想
(哲

学
季
刊
)
中
央
公
論
社

臨
済
録
の
思
想

禅
講
座

(春
陽
堂
)
ー

「
禅
の
書
臨
済
録
」

臨
済
録

(現
代
禅
講
座
第
三
巻
)

臨
済
禅
の
性
格
ー
臨
済

正
宗
に
つ
い
て
ー

禅
学
研
究
第
四
十
三
号

臨
済
録
の
旧
訓
批
判

(
一
・
二
)
禅
学
研
究

第
四
十
二
、
三
号

臨
済
禅
の
教
学
的
基
盤

(
一
ー
四
)

臨
済
伝
及
び
臨
済
録
考
異

禅
学
研
究
第
四

十
七
号
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最
後
に
、
臨
済
録
の
外
国
語
訳
は
、
鈴
木
大
拙
氏
が
そ
の
著
述

の
中

に
引
用
し
て
訳
さ
れ
た
も
の
が
か
な
り
あ
り
、

又
、
い
O
囚
.二
ρ
P
磯
口
〔○
げ
9H一Φ
の
　[
β
閃
〕
氏
の

O
缶
、》
宕

》
宕
U

N
国
客

日
国
跨
○
国
H三
Ω

(三
集
)

に
も
か
な
り
の
部
分
が
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
、
全
訳
で
は
な

い
。

佐
々
木

ル
ー
ス
夫
人
の
成
果
は
、
指
月
老
師
の
初
稿
か
ら
数

え
る
と
す
で
に
二
十
三
年
を
超
え
て
居
り
、
そ
の
完
全
な
出
版
も

近
い
将
来
に
約
束
さ
れ
て
い
る
が
、
此

の
仕
事
の
完
成
は
、
恐
ら

く
国
際
的
な
臨
済
の
禅

の
歴
史

の
上
に

一
期
を
劃
す
る
も
の
と
思

わ
れ

る
。
筆
者
の
上
来

の
覚
え
書
き
の
如
き
も
、
此
の
仕
事

へ
の

参
加
を
縁
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
欄
筆
に
当

っ
て
、
更
め

て
深
謝
を
新
た
に
す
る
も
の
が
あ
る
。

〔
附
記
〕

馬
祖
百
丈
黄
巣
臨
済
四
家
録
序

朝
散
郎
尚
書
主
客
員
外
郎
軽
車
都
尉

賜
紫
金
魚
袋

楊

傑

撰

金
鶏
衙
粟
、
出

一
馬
駒
。
牛
獺
鞭
車
、磨
坂
成
鑑
。
野
鴨
飛
去
、

引
鼻
牽
回
。

掛
払
遭
呵
、

耳
聾
三
日
。

不
隠
家
醜
、

重
説
偶

言
。
累
及
児
孫
、
従
令
吐
舌
。
三
回
賜
杖
、
猶
自
未
知
。
再
持

虎
髪
、
老
婆
心
切
。
古
人
錐
往
、
公
案
尚
存
。
積
翠
老
南
、
従

頭
点
検
。
字
字
審
的
、
句
句
不
差
。
諸
方
叢
林
、
伝
為
宗
要
。

只
有

一
処
、

未

免

警

託

。

具

眼

底

人

、

為

他

拮

出

。

元

豊

八
年

十

一
月

一
日
序

。

我

が
慶

安

戊

子

(
δ
蔭
GQ
)

仲

秋

に
、

中

野

五

郎

左

衛

門

が
梓

刊

し

た

四

家

録

の
巻

首

に
、

旧
本

に
よ

っ
て
右

の
よ

う

な
序

を

附

し

て

い
る
。

テ

ク

ス
ト

は
明

か

に
中

国

で
万

暦

丁

未

(H①
O
刈
)

に
出

版

さ

れ

た

も

の

に
拠

っ
て

い

る
が

、

こ

の
序

の

み
は

恐

ら

く

宋

代

に
我

が

国

に
伝

え

ら

れ

た
も

の

を
用

い

た

の

で
あ

り

、

謂

う

と

こ

ろ

の

四
家

録

な

る

も

の

の
最

初

の
編

纂

(
出

版

)

に
、

積

翠

の
老

南

、

す

な
わ

ち

黄

竜

慧
南

(H
O
Ob。
I
HO
①
り
)
が

関

係

し

て

い
た

こ
と

が
知

ら

れ

て
極

め

て
興

味

深

い
。

又

右

の
序

を

一
見

す

れ

ば
、

後

に
馬

防

が

円
覚

宗

演

の
臨

済

録

に
附

し

た

序

の

ス

タ
イ

ル
が
、

実

は

こ

の
序

を
襲

っ
た
も

の

で
あ

る

こ
と

も

明

か

で
、

北

宋

に
於

け

る

四
家

録

、

若

し
く

は
臨

済

録

の
流

伝

と

、

士

大

夫

の
臨

済

禅

に

対

す

る
関

心

の

一
端

を

う

か

が

う

資

料

と

も

な

る
。

ま
え
が
き

に
断

っ
た
よ
う
に
、

本
稿
は
佐

々
木

ル
ー

ス
夫
人

の
英
訳

脳

臨
済
録

の
解
説
と
し
て
草
し
た
も

の
で
、

す

で
に
六
年

前
の
旧
稿

で
あ

る
が
、
は
か
ら
ず
も
昨
昭
和
四
十

二
年
十
月
二
十
四
日
、夫
人

は
そ

の
仕

事

の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
俄
か
に
逝
去
さ
れ
た
。

英
訳
の
仕
事
は
、

目
下
も
引
き

つ
づ

き
入
矢
義
高
先
生

の
手

で
補
訂

さ
れ

つ
つ
あ
り
、

殆

ん
ど
完
全

に
近

い
も
の
が
出
来
上

っ
て
い
る
が
、

出
版
の
仕
事
は
当
初

の
計
画
を
か
な
り
変
更

さ

れ
ざ
る
を

得
な

い
。

発
表

の
遅

れ
た
本
稿

が
、
意
外
な
記
念

と
な

っ
た

こ
と
を
淋
し
く
思
う
次
第

で
あ
る
。

(昭
和
四
十
三
年

一
月

二
十
五
日

附
記
)

、


